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H23 年度  体育祭終了  

 緑の芝 初夏の青空 君たちの笑顔 
  

 北越高校の体育祭、どうだったかな？ 

短期間で集中して取り組んで、1日だけの10色の花を咲かせる。花は樹全体が一体になって咲くもの。

君たちの連合では一体感を感じられただろうか。花は咲いただろうか。 

 中学校の体育祭は、かなり先生方によって仕組まれたものだ。そして体育や放課後の時間をフルに使

って準備する。だから、面接で中学校の一番の思い出は？ と問われて「体育祭」と答える受験生は少

なくない。だが、高校は違う。ほとんど先生の手は入らない。3年生の幹部を中心にした取組に 1，2年

生が協力してできあがる。3年生のクラスの力は、1，2年生をどれだけ引き込めるか、そして当日熱く

させられたか、によって測られるだろう。フィールドで踊る幹部は、自分たちだけが楽しむのではなく、

桟敷で声を合わせる 1，2年生とどれだけ心を一つに合わせられるか、それが一番大切なんだと思う。 

＜１年生の学級日誌やノートから＞ 

 ○ 体育祭当日、１年生はあまり応援に声を出していなかったと思います。ですが、最後のリレーのあたりでは、全員

の声が一つになって聞こえてきて、僕もすごい嬉しかったです。もう感激です。やっぱりうちらのクラス、やる時は

やるクラスじゃないかって感動しました。 

 ○ 今日は初めての体育祭だった。中学校と違って衣装を自分たちのアイデアで作ったり、パネルも大きくて迫力があ

った。自分も障害物競走と玉入れに出たけど、スポクラは絶対競技１位が使命ということでガチバトルでした。結果

的にはパネルが最優秀で競技は１点差で２位でしたが、学年を超えた団結力が感じられてすごく楽しかった。 

 ○ 体育祭はとてもいい形で終われたと思います。それは最初みんな覇気がなく応援にも一体感がなかったけど、午後

は全く変わりました。３年生応援団幹部の熱心な声かけがみんなに伝わり、みんなテンションＭＡＸで応援していま

した。なんかクラスに団結力があるって感動です。これだったら応援賞は確実だなと思っていましたが、そうそう現

実は甘くなかったです。ただ、周りの連合もみんな熱心にやっていて学校として盛り上がっていたので、賞をとれな

くても悔いはありません。最後の解団式では、団長が泣きながら謝っていたのが、自分はものすごく心が痛みました。 

 

表彰式で、ある軍団の幹部が賞をもらえなかたことに対して文句を垂れていたが、あれはみっともな

い。10 の軍団があるのだから、そのうちの 7割は賞からもれるのだ。3年生の幹部は、1，2年生が自分

たちについてきてくれたか、そして体育祭をめいっぱい楽しんでくれたか、その観点で振り返ってほし

い。賞品のメロンパンの美味しさよりも、ずっと価値の高いものはもっと別のところにある。 

背景には初夏の真っ青な空と 10 色の花壇、フィールドではまぶしいほどの芝の緑色と溢れる君たち

の笑顔、そして心で軍団やクラスの一体感に感動しながら、一方で団長の涙に心痛める… 

 すばらしい 1年目の体育祭だったね。3年生ご苦労様。1年生に感動を与えてくれてありがとう。そ

れから 1年生の応援団員と実行委員お疲れ様。競技、自ら立候補して出てくれた人、ありがとう。 

こうして 3回ある高校の体育祭、1回目が終わった。2年後、君たちはリーダーとしてどんな体育祭

を創っていきますか？ その時の 1年生にどんな感想を持ってほしい？ 

  



◎教育実習生が実習に来ています 
 「高校生へ向けて一言」ということでアドバイスをもらいました。 

○高校生は何事にも一生懸命頑張ってください。               家庭科  坂井先生 

○小さい頃から柔道をやっていました。これからの人生もどのような形でも柔道は続けていきたいと思

っています。高校生の皆さんも一つでよいのでやりたいことを見つけて、これからの人生を過ごしてい

ってください。どんなにつらいことがあっても決して下を見ずに前を見て自分を信じ、毎日を過ごして

ください。                                保健体育 椎谷先生 

○Ｇｏ ｆｏｒ ｂｒｏｋｅ．（当たって砕けろ）色々なことに挑戦してください。 

 日本史 小出先生 

○後悔のないように高校生活を過ごしてほしい。                 情報 石川先生 

○早めに将来を考え、早めに勉強をすることをお奨めします。後で困ります．．．。部活動も続けておくと

尚よいです。                               政治経済 新保先生 

○僕にとって高校時代は人生の絶頂期でした。部活と勉強に必死になり、良い先生、友人に恵まれて本

当に充実していました。みなさんはどうでしょうか。現状に満足していないでしょうか？ 

今、北越高校は勉強、部活に適切な学校環境をみなさんに与えてくれていると思いますが、そこから

さらに自分で自分に必要な環境を作り出してください。「想像力→決断力→実行力」の流れがあなたを変

えるでしょう。どうか「北越高校を卒業して良かった」と思える高校生活を送ってください。少なくと

も僕はそう思っている一人です。                      政治経済 佐藤先生 

○高校生の時に目標をしっかりとたてることをオススメします。目標を細かく立てていき、一つ一つ達

成することで大きな目標達成に近づいていきます。大学受験や就職活動と高校卒業時には大きな選択が

あります。その時になって動き出すのではなく、その時にベストな状態を持っていくために目標を立て

て頑張ってほしいです。                         保健体育  鈴木先生 

○今、自分が目指しているものは何ですか。必然と今、自分がやらなくてはいけないことが見えてくる

と思います。 高校生活、本当に短い。あの時やれば良かったではなく、行動に移し、なりたい自分を

目指してください。                           保健体育  小林先生 

 

 

□ 今週以降の予定 □ 
 

6 月 11 日（土）土曜講座 

6 月 13 日（月）～17 日（金）保護者懇談（45 分授業 5 限） 

（※時間割が変更になる場合あり。よく確かめてね） 

16 日（木）進路ガイダンス 

18 日（土）土曜講座 

7 月 1 日 （金）～6 日（水）1 学期期末考査 

 


